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交又的中和試蒻

各分離株の毒素を免疫して得た4種の抗毒素血清を使・

用してA(9 7)型株毒素に対する交叉的中和試験を実

施した結果は表の通りで何れもこれを中和する。

交叉的中和試験（表6)

で---
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吾国に於けるポトリヌス中毒は1951年中村等の報告を

矯矢とし、それ以後現在まで青森、山形、秋田の各県下

に発生を見ているが、その何れもがE型菌によるもので、

未だA型によるものは報告に接していない。 （昭和36年

度東北細菌学会席上弘前大学山本教授により青森県下に

於けるB型菌によるボトリヌス中毒の発生例が報告され

た。於盛岡）

．然し乍ら広木・若松等は1949~1951年に亘り南九州一

帯の土攘を調査し同地方に相当広範囲にA型ボトリヌス

菌の分布することを指摘した。

余等もこの度秋田県下の土填から4株のA型菌を検出

し得た。これらの事例は今後吾国に於てもA型菌による

食中毒発生のおそれなしとは云えず食品衛生上更に留意

すぺきことと考える。

1)秋田県下の土壌164ケ所、3810検体の細菌学的検索

を実施しA型ボトリヌス菌4株を検出した。

2)その生物学的性状はグラム陽性の有芽胞梓菌で蛋

白を分解し、又Glukose; Liieyulese, Maltose, Sacchar-

ose, Glycogen, Glycerin,を分解し酸を産生するが，So-

rbit, Treharose, Dextrinは不定である。そのうち 1株

のみは，Mannitの下部を分解し異なる所見を示した。

3)毒素中和試験では何れもA型抗毒素血清により中

和されB型及びE型血清には中和されなし‘°

4)分離株毒素を免疫して得た抗毒素血清でA型毒素

の交叉的中和試験の結果は、何れの血清もA型毒素を完

全に中和する。

5)分離菌株4株は何れもA型ボトリヌス菌と考えら

れる。

尚この実験に当り弘前大学山本耕ー教授の御懇切な御

指導を感謝する。
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編輯後記

街にはそろそろ歳末の慌ただしさが流れ初めた師走の

今日漸やく所報第6輯の編輯を終えたが、種々の事情か

ら例年より大部おくれたことを深くお詫びします。

県内の彼方此方の漁場では既に酬神の大漁が報ぜられて

おり、われわれは過去の飯ずしによる中毒を想い起して

悲劇が再び繰り返されぬよう願っています。

国の衛生行政施策の中にも逐次成人病に関する対策が取

り上げられる機運にあることは誠に嬉しいことですが本

県の脳卒中死亡は統計に示す如く日本一、いや世界ーと

云う極めて憂慮すぺき実情であり、秋田県高血圧調査研

究会の誕生は真に意義あることと思われ、その前途に予

想される種々な困難を乗り越えて大きく成長されるよう

念願しております。

終りに、御寄稿いただいた諸先生に厚くお礼を申しあ

げ、今後の御指導御協力をお願いすると同時に、近代的

設備の研究所新築と云う大きな期待を胸にいだきつつ、

古びた建物の中で不自由に耐えながら日夜職務に励む職・

員の努力に対しては心から敬意を表する次第でありま

す。 （大村記）
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